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令和３年５月２７日に実施した「全国学力・学習状況調査」の結果についてお知らせし

ます。 

この調査の目的は、以下のとおりです。 

（１）義務教育の機会均等とその水準の維持向上の観点から、全国的な児童生徒の学力

や学習状況を把握・分析し、教育施策の成果と課題を検証し、その改善を図る。 

（２）学校における児童生徒への教育指導の充実や学習状況の改善等に役立てる。 

（３）そのような取組を通じて、教育に関する継続的な検証改善サイクルを確立する。 

 なお、本調査により測定できるのは、学力の特定の一部分であることや、学校における

教育活動の一側面であることをご理解ください。 

 

実施の状況 

（１）調査の対象 小学校第６学年の全児童（６校２８４名） 

中学校第３学年の全生徒（３校３０３名） 

（２）調 査 内 容 ①教科に関する調査 

小学校第６学年・・・国語、算数 

中学校第３学年・・・国語、数学 

         ②質問紙調査 

学習意欲、学習方法、学習環境、生活の諸側面等に関する調査 

 

 

 

 

【調査結果の見方】 

◇「町平均」の数値は、令和３年度全国学力・学習状況調査において、猪名川町内の小

学校６年生と中学校３年生それぞれの児童生徒全員（実施した児童生徒）の平均値を

表したものです。 

◇「全国平均」の数値は、令和３年度全国学力・学習状況調査において、調査対象とな

った全国の公立小中学校在籍の児童生徒全員（実施した児童生徒）の平均値を表した

ものです。 

◇分析の基準 

 「町平均」と「全国平均」との比較に関しては、以下の基準で表現しています。 

 平均正答率を全国と比較 

 ・＋５ポイントより高い → 「上回る」「良好である」等 

・－５ポイントより低い → 「下回る」「課題がある」等 

・±５ポイント以内   → 「±５ポイントの範囲内にあり、全国と大きな差は見ら

れない」 

概    要 

教科に関する調査結果 
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【小学校６年生】 

教科 町平均正答率 
全国平均正答率 

（公立） 
全国との差 

国  語 ５８％  ６４．７％ －６．７ポイント 

算  数 ６７％ ７０．２％ －３．２ポイント 

 

 

【中学校３年生】 

教科 町平均正答率 
全国平均正答率 

（公立） 
全国との差 

国  語 ６５％ ６４．６％ ＋０．４ポイント 

数  学 ６３％ ５７．２％ ＋５．８ポイント 

 

国 語 

・調査結果は、学習指導要領の内容のすべての領域において±５ポイントの

範囲内にあり、全国と大きな差は見られない。 

・設問別に見ると、「書いた文章を読み返し、語句や文の使い方、段落相互の

関係に注意して書く」問題（書くこと）に課題がある。 

数 学 

・調査結果は、学習指導要領の内容の「数と式」「図形」の領域で全国を上回

っている（他の領域は±５ポイントの範囲内）。 

・設問別に見ると、「データの傾向を的確に捉え、判断の理由を数学的な表現

を用いて説明することができる」かを問う問題（資料の活用）に課題があ

る。 

国 語 

 

・調査結果は、学習指導要領の内容の「言葉の特徴や使い方に関する事項」「書

くこと」「読むこと」の領域で全国を下回っている（他の領域は±５ポイン

トの範囲内）。 

・設問別に見ると、「目的や意図に応じて、理由を明確にしながら、自分の考

えが伝わるように書き表し方を工夫する」問題（書くこと）や、「目的を意

識して、中心となる語や文を見付けて要約する」問題（読むこと）に課題

がある。 

算 数 

・調査結果は、学習指導要領の内容の「数と計算」の領域で全国を下回って

いる（他の領域は±５ポイントの範囲内）。 

・設問別に見ると、「小数を用いた倍についての説明を解釈し、ほかの数値の

場合に適用して、基準量を１としたときに比較量が示された小数に当たる

理由を記述できる」かを問う問題（数と計算）、「帯グラフで表された複数

のデータを比較し、示された特徴をもった項目とその割合を記述できる」

かを問う問題（データの活用）に課題がある。 
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基本的生活習慣、学習に関する関心・意欲・態度、家庭でのコミュニケーション、規範

意識など、小中学校ともに６９の項目について調査が行われました。 

調査結果の肯定的な回答の割合が高かったものから、「良好な結果として捉えられる点」

を、肯定的な回答の割合が低かったものから、「猪名川町の課題として捉え、今後改善が求

められる点」を分析し、以下に挙げています。 

 

 

【小学校６年生】 

  良好な結果として捉えられる点  

・困っている人を助ける、いじめを許さない、友達と協力するなど、まわりの人を大切

にしようとする気持ち。 

 

  猪名川町の課題として捉え、今後改善が求められる点  

 ・自分で計画を立てた家庭学習の充実。 

 ・読書活動の充実。 

 ・ＩＣＴ機器の活用。 

 ・学級生活をよりよくするための話し合い活動の充実。 

 ・自分で考え、自分の言葉で表現する活動を取り入れた授業改善。 

 

 

【中学校３年生】 

  良好な結果として捉えられる点  

・自分にはよいところがある、学校が楽しいなど、前向きな気持ち。 

・困っている人を助ける、いじめを許さない、友達と協力するなど、まわりの人を大切

にしようとする気持ち。 

・数学に対する興味・関心。 

 

 猪名川町の課題として捉え、今後改善が求められる点  

・読書活動の充実。 

・ＩＣＴ機器の活用。 

 ・自分で考え、自分の言葉で表現する活動を取り入れた授業改善。 

 

 

 

 

 

 

 

 

生活習慣や学習環境等に関する児童・生徒質問紙調査結果より抜粋 
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【猪名川町の学力の課題】 

令和３年度全国学力・学習状況調査（小学６年生、中学３年生対象）の結果及び過去

数年間の同調査の結果、猪名川町学習到達度調査（小学５年生、中学２年生対象）の結

果から、猪名川町の児童生徒の学力と学習習慣について、次のような課題があることが

判明しました。 

 

 

 

【今後の改善方策】 

  以上の結果から、以下の改善方策に重点的に取り組み、児童生徒の学力向上に努めて

いきます。 

 

 

・国語では、「書くこと」「読むこと」の領域に課題がある。［小学校］ 

・算数では、「数と計算」の領域に課題がある。［小学校］ 

・国語の無解答率が高い。［小学校］ 

・「書く力」に課題がある。［小・中学校］ 

・１日当たりのテレビゲーム（コンピューターゲーム、携帯式のゲーム、携帯電話や

スマートフォンを使ったゲームを含む）をする時間が１時間以上であると回答した

児童生徒が多い。［小・中学校］ 

■授業改善 

・授業力向上や学級づくりのための教員研修の充実。 

 （児童生徒が、自ら考え、自ら表現する活動を取り入れた授業） 

・ＩＣＴ機器の一層の効果的な利活用。 

・いなぼう学習タイムによる基礎・基本の定着。 

・「授業（保育）のユニバーサルデザイン化」の推進。 

・学生や、地域住民による学校支援ボランティアの派遣。 

■家庭学習の定着 

・放課後学習の充実・拡充。 

・宿題の量、出し方の工夫や家庭学習の推進。 

■読書活動の推進 

・学校図書館の充実。 

学力向上のための今後の改善方策について 


